
■教員情報

氏名／name

専　　門

実務経歴

免許・資格

所　　属

学　　位

職　　位

大学

大学院

授業

研究テーマ・研究業績

【研究テーマ】

１．地域医療における小児医療・看護のプライマリ―ケアと地域包括ケアに関する研究

２．小児看護学の看護実践に関する研究

３．看護職の生涯発達に関する研究

４．学生の学修支援開発モデルに関する研究

【研究業績】

主要論文

・上山和子，岡京子，加藤由美他１名：「チームアプローチ演習」における教育方法の

　評 価－課題レポートの分析より－．新見公立大学紀要,43，89-96 , 2022.

・上山和子，岡本直行，金山時恵他５名：COVID-19による新しい生活様式とマスク

　着用 による心身への影響の実態調査（その2）　―マスク着用中の生理的変化の測定

　―．新見公 立大学紀要，42（2），43－47，2021．

・溝尾妙子，万代康弘，山本智恵子，上山和子他４名）：Practice and the Efficiency

　of Simulation Training for Nurses in a Rural Mountainous Area  (中山間地域の看護

　師を対象としたシュミレーショントレーニングの実践とその効果). Journal of Medical

　Education and Training Volume6, Issue1　2022.

・西村美紗希，上山和子：医療的ケアを必要とする子どもと家族への退院支援に関する

　文献レビュー，インタ－ナショナルNursing Care Rearch，20（1），120－128，

　128 ，2021．

・重政兼悟，矢嶋裕樹，上山和子：中・大規模病院で働く看護師のコミットメントプロ

　ファイル．日本看護科学学科誌，40，235ー243，2020.．

・上山和子，山本裕子，西村美紗希他１名：看護学教育モデル・コア・カリキュラム

　からみた小児看護学の看護技術教育の変遷と展望．新見公立大学紀要．41，79－

　84，2020．

・上山和子，小田慈，齋藤信也：病児保育（クリニック併設型）における家庭療養（Home

Care）への看護実践と支援に関する研究‐全国調査から‐．小児保健研究

　79（3），234-241，2020．

・上山和子：小児看護学実習に導入したプリパレーションツールを活用した教育方法と

　その学習成果．新見公立大学紀要，40，59-63，2019.

・相木恵美，上山和子：発達障碍児診断過程における母親・家族への支援に関する文献レ

ビュー．インタ－ナショナルNursing Care Rearch，16（3），143－151 ，2017．

病院（小児科病棟・NICU）の看護師としての実務経験を持つ

小児看護学、看護教育学

小児看護学概論、小児看護学援助論、小児看護学実習、卒業研究Ⅰ・Ⅱ、継続看護論、

看護生涯教育論、チームアプローチ演習、基礎ゼミナール、親子関係発達論（助）

前期課程：看護教育特論、育成看護支援特論、療養支援課題演習、特別研究Ⅰ・Ⅱ

後期課程：看護学研究方法特講、地域包括ケア看護学特講、継続療養支援開発看護学特講、

　　　　　看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

上山和子／ Kazuko Ueyama

特任教授

看護学科

修士（教育学）　博士（看護学）

看護師、教育カウンセラー



研究キーワード

地域活動

URL

小児のプライマリケア、小児の地域包括ケア、小児看護学、看護職の職業的アイデンティティ

地域医療・看護への支援、地域の子育て支援


